
     

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会の言葉  荒川 泰男 副会長 

  これより、第３回の開かれた学校づくり協議会を開催いたします。 

 

２ 教育委員会あいさつ  教育政策課 木村 滋 様 

  11月 21日に足立区役所１階アトリウムで、協議会活動のパネル展示を実施していますので、ぜひお

立ち寄りください。 

 

３ 会長あいさつ  野々村 誠 会長 

  本日は第３回協議会ということで、これまでの内容のプラスアルファで実施したいと思います。 

 

４ 校長あいさつ  水谷 正博 校長 

  スポーツの秋、文化の秋ということで子どもたちの活躍が随所に見られました。部活動では、テニス部

が都大会に進出しました。最後までもつれた試合展開を僅差で勝利し、ひじょうに感動的な試合を見せて

くれました。演劇部は、区連合演劇発表会で優秀賞を受賞しました。来年２月３日に開催される「東京駅

伝」に、本校サッカー部から男子生徒２名（２年生）が足立区代表として選抜されています。11 月 10

日に足立東高校でジョイントコンサ―トが開催され、年々レベルが高くなっており、各年代に合わせた成

長が見られました。 

勉強は、先週試験が終わったところですが、３年生はもっとがんばらないといけない状況です。11月

25日に環境浄化活動がありますので、皆さんふるってご参加いただければと思います。 
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                                          足立区立第十二中学校 

 開かれた学校づくり協議会 

会長 野々村 誠   

第３回開かれた学校づくり協議会は、各部会に分かれ

て協議し、情報交換・意見交換をいたしました。 

日時  11月 20日(火) 19時から 

場所  本校会議室                

出席者 18名 

 

 

 

 

 

 

 

協議会だより 

 



５ 議題 

 (1)学校状況報告  

  校長先生のあいさつに代えさせていただきます。 

 

(2)情報交換・意見交換  野々村 誠 会長 

谷中中学校より 40周年の記念誌をいただきました。谷中中学校は、コミュニティ・スクールに指定さ

れており、地域との協同活動（ボランティア活動、災害時の避難所運営、消火隊活動等）に取り組んでい

ます。地域と協同活動をすることにより、将来、困難に直面した時に乗り越える人に育つと思います。 

 

６ 各部協議 

◇評価部会  荒川 泰男 委員 

十二中だよりの学習状況や部活動内容を蓄積して評価に反映していきたい。 

   

◇家庭教育部会  鈴木 敏江 委員                           

今年度の講演会の講師は「浅井えり子さん」にお願いします。マラソンを通して生徒たちに「頑張

る力」について講演いただきます。当日の講演スケジュールは講演 45 分＋質疑応答５分とします。 

 

◇土曜事業部会  野々村 誠 会長                              

サタデースクールについて、後期は 10月 13日から開始し 25名の応募がありました。生徒の参

加内訳は１年生８人、２年生５人、３年生 12人です。学習ボランティアとして前野先生（元数学教

師）が参加くださり、大変わかりやすく教えていただいています。課題としては例年同じですが、大

学生のボランティア参加数が少ないことです。ぜひみなさんの知り合いの方で協力していただける方

を紹介くださるとありがたいです。 

   

◇広報部会  堀内 尊 委員                                

協議会だよりの発行責任者は、第３回は堀内、第４回は石井が担当します。協議会の内容をわかり

やすい言葉を意識して紙面を作っていきたいと思います。配付先は各ご家庭と協議会委員の皆様、地

域の皆様を予定しています。 

 

7 情報・意見交換 

  修学旅行について  水谷 正博 校長 

十二中の卒業生が介助員として修学旅行に同行し、体の弱い生徒のサポートをしていただきました。

生徒は大変喜んでおり、卒業生の素晴らしい行動に大変感謝しています。 

 

8 閉会の言葉  牧 健一郎 副会長 

これで、第３回の開かれた学校づくり協議会を 

閉会いたします。 

 

 

次回の協議会は平成 31年２月７日（木）に行います。 

 


